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Ｒ１．第三回基礎学力テスト
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ア

残りの１００円硬貨は

ウ

エ

１００（ｘ－ｙ）＋２０ｙ＝４２０

１００ｘ－１００ｙ＋２０ｙ＝４２０

１００ｘ－８０ｙ＝４２０

１８ｘ＝１６２

１００円硬貨ｘ枚、５０円硬貨ｙ枚

１０ｘ－８ｙ＝４２

８ｘ＋８ｙ＝１２０

ｘ＋ｙ＝１５

おつりは２０× ｙ＝２０ｙ

あと３本買えて３０円残るので

９本

ｘ＝９

イ ｘ－ｙ

ｙ＝６

１３０× ３＋３０＝４２０

（２）直線ＡＢは

（３）△ＰＣＤの面積はｙ軸で右と左に分ける

（１）ｙ＝ａｘ

直線ＰＣの式を求めると傾きは

ｙ＝－ｘ＋ｂとおくと

－４＝－２＋ｂ

右側は

－１＝ａ× （－１）

４× ２
２

２はＰ（－１，－１）を通るので

傾きＡＰから

ｙ＝－３ｘ＋ｂ

－１＝３＋ｂ

よってｙ＝－３ｘ－４

Ｂ（０，－４）

＝４

ｂ＝－２

２

左側は

（２，－４）を代入して

ａ＝－１

－１－（－２）

－１－２

ｂ＝－４

４× １
２

とおく、

－４－（－１）

２－（－１）

＝２

（－１，－１）を代入して

代入して

＝－３

４＋２＝６

＝－１
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４．

（４）

アの傾きは

イの傾きは

２：１に分けるのは

１－（－２）

－４－２

１－（－２）

－１－２

アとイの２本である。

＝－２

＝－１

（１）高低差５０ｃｍ

水平距離は５０× ２０＝１０００ｃｍ

こう配が
２０

１
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５．

（１）△ＰＡＢと△ＰＤＥにおいて

ＰＡ：ＰＤ＝２４：１８＝４：３

ＰＢ：ＰＥ＝２４：１８＝４：３

∠ＡＰＢ＝∠ＤＰＥ（共通）

これで２組の辺の比とその間の角が等しいので

△ＰＡＢ∽△ＰＤＥ

（２）高さ共通なので体積の比は底面積の比なので

２４：１８＝４：３ １６：９

１６－９：９＝７：９

９：７である。

（３）ＡＤのこう配は

（２） １８ｘ＋１７０＋２０（１００－ｘ）＝２０５０

１８ｘ＋１７０＋２０００－２０ｘ＝２０５０

－２ｘ＝－１２０

９００

７０
＝

ｘ＝６０
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７
＞
９０

６
＝
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（３）△ＰＣＡ∽△ＣＡＤである。

なぜなら

ＰＣ：ＣＡ＝２４：１２＝２：１

ＣＡ：ＡＤ＝１２：６＝２：１

底角なので∠ＰＣＡ＝∠ＣＡＤ

以上で２組の辺の比とその間の角が等しい

ＣＤ＝２４÷２＝１２


